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歴
史
学
を
専
攻
す
る
私
は
、〈
歴
史
文

化
遺
産
〉
に
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
い
。

あ
る
一
つ
の
歴
史
文
化
遺
産
が
研
究
対
象

に
な
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
私
は
、
歴

史
文
化
遺
産
を
め
ぐ
っ
て
は
、
次
の
二
点

に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

一
つ
は
、
何
を
も
っ
て
歴
史
文
化
遺
産

と
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
過
去
の

遺
物
の
数
は
厖
大
で
あ
り
、
無
限
に
存
在

す
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
ら
の
中
か

ら
何
を
ど
う
選
ぶ
の
か
。
ま
た
誰
が
そ
れ

を
選
ぶ
の
か
。
そ
れ
は
、
何
を
、
現
在
お

よ
び
未
来
に
と
っ
て
意
味
あ
る
も
の
と
評

価
し
、
価
値
づ
け
る
の
か
と
い
う
問
題
に

な
る
か
ら
、
そ
れ
を
有
す
る
集
団
も
し
く

は
個
人
に
と
っ
て
、
自
ら
の
価
値
観
、
歴

史
観
が
大
き
く
反
映
さ
れ
た
選
択
が
な
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に

保
ち
、
ど
の
よ
う
な
姿
で
伝
え
て
い
く
か

と
い
う
方
法
の
問
題
で
あ
る
。
人
間
は
時

間
の
中
を
生
き
る
存
在
で
あ
る
が
、
文
物

も
ま
た
時
間
の
中
を
歩
ん
で
い
る
。
過
去

の
遺
物
の
中
に
は
、
時
間
の
経
過
の
中
で
、

そ
の
姿
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
り
、

当
初
の
姿
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
い

く
つ
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
保

ち
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
「
修
復
」
も

し
く
は
「
復
元
」
し
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
は
、
や
は
り
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ

る
。こ

の
課
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

日
本
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

思
想
に
基
づ
い
て
、歴
史
文
化
遺
産（
日
本

で
は
「
文
化
財
」
と
表
現
）
が
選
択
（「
指

定
」
と
表
現
）
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
わ
せ
て
国
外
で

は
ど
の
よ
う
な
思
想
に
基
づ
い
て
歴
史
文

化
遺
産
の
保
持
、
修
復
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

世
界
の
国
々
や
地
域
に
は
種
々
の
考
え
方
、

方
法
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

私
た
ち
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
研
究
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

仏
教
と
神
信
仰
と
の
融
合
か
ら
見
た
日
本

古
代
中
世
の
神
仏
習
合
に
関
す
る
研
究
」

（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
研
究
代
表
者
吉
田
一

彦
、課
題
番
号
二
一
三
二
〇
〇
二
四
、平
成

二
一
〜
二
五
年
度
）
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、国
内
調
査
お
よ
び
中
国
、韓
国
な
ど
の

国
外
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。
二
〇
一
二

年
度
は
中
国
遼
寧
省
〜
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
の
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
連
携
研

究
者
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
調
査
も
行
な
っ

た
。
私
た
ち
は
そ
こ
で
多
く
の
歴
史
文
化

遺
産
に
出
会
い
、
ま
た
特
色
あ
る
保
持
、

修
復
の
姿
を
実
見
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、

私
た
ち
の
研
究
課
題
の
性
格
上
、
近
代
以

前
の
歴
史
文
化
遺
産
で
あ
る
場
合
が
多
い

が
、
近
代
の
も
の
も
あ
る
し
、
ま
た
近
代

と
近
代
以
前
と
が
複
合
し
て
い
た
り
、
重

層
的
に
折
り
重
な
っ
て
い
た
り
す
る
場
合

も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
私
が
中
国

遼
寧
省
〜
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
調
査
で

出
会
っ
た
歴
史
文
化
遺
産
の
現
況
に
つ
い

て
述
べ
、
次
い
で
連
携
研
究
者
の
佐
藤
文

子
氏
が
ベ
ト
ナ
ム
の
調
査
で
出
会
っ
た
日

本
近
代
に
関
す
る
歴
史
文
化
遺
産
に
つ
い

て
述
べ
て
い
き
た
い
。

契
丹
︵
遼
︶
の
仏
教
を
た
ず
ね
る

ア
ジ
ア
東
部
に
お
け
る
仏
教
文
化
の
展

開
を
考
察
す
る
上
で
、
近
年
あ
ら
た
め
て

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
契
丹
（
遼
）
の
仏

教
で
あ
る
⑴
。
契
丹
で
は
、
多
く
の
寺
院・

仏
塔
が
建
立
さ
れ
、
歴
代
の
皇
帝
た
ち
が

仏
教
を
信
奉
し
、
契
丹
大
蔵
経
が
作
成
さ

れ
る
な
ど
、
華
や
か
な
仏
教
文
化
が
栄
え

た
⑵
。
日
本
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
仏
教
を

考
え
る
際
に
も
、
契
丹
の
仏
教
と
の
比
較

［
歴
史
文
化
遺
産
を
考
え
る
１
］

契
丹
（
遼
）
の
仏
教
を
た
ず
ね
て

　
　
―
―
二
〇
一
二
年
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調
査
か
ら
―
―　
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検
討
や
、
影
響
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が

重
要
な
研
究
課
題
に
な
っ
て
い
る
⑶
。

私
た
ち
は
、
中
国
遼
寧
省
〜
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
を
た
ず
ね
、契
丹（
遼
）の
時
代

に
造
立
さ
れ
た
寺
院
、
仏
塔
、
遺
跡
、
文

物
な
ど
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
調
査
に
先

立
ち
、
藤
原
崇
人
氏
か
ら
、
行
程
や
調
査

対
象
の
状
況
に
つ
い
て
、
口
述
お
よ
び
画

像
に
て
詳
細
な
る
教
示
を
受
け
た
。
篤
く

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
一
行
は
、

吉
田
一
彦
、
上
島
享
、
脊
古
真
哉
、
佐
藤

文
子
、
曾
根
正
人
、
関
山
麻
衣
子
の
六
人

で
、
調
査
対
象
地
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
九
月

七　
日　
瀋
陽
桃
仙
国
際
空
港
か
ら
遼
寧

省
錦
州
市
義
県
へ

八　
日　
万
仏
堂
石
窟
、
広
勝
寺
（
嘉
福

寺
）、奉
國
寺
、錦
州
市
博
物
館
、

広
済
寺
塔
、
祐
國
寺

九　
日　
朝
陽
北
塔
、
北
塔
博
物
館
、
朝

陽
南
塔
、
朝
陽
市
博
物
館
、
赤

峰
博
物
館

十　
日　
遼
中
京
大
定
府
遺
跡
、
遼
中
京

博
物
館
、
大
塔
、
半
截
塔
、
小

塔
、
南
門
（
朱
夏
門
）
跡

十
一
日　
林
西
博
物
館
、
金
代
長
城
、
慶

州
白
塔
、
祖
陵

十
二
日　
上
京
南
塔
、
遼
上
京
臨
廣
府
遺

跡
、
上
京
北
塔
、
上
京
博
物
館
、

真
寂
寺

十
三
日　
瀋
陽
桃
仙
国
際
空
港
よ
り
帰
国

奉
國
寺

遼
寧
省
錦
州
市
義
県
の
奉
國
寺
は
、
遼

寧
省
を
代
表
す
る
古
寺
の
一
つ
で
あ
り
、

現
在
も
多
く
の
人
が
参
詣
す
る
寺
院
で
あ

る
。
こ
の
寺
は
、
契
丹
（
遼
）
の
時
代
に

創
建
さ
れ
、
今
日
に
往
時
の
建
築
、
仏
像
、

石
碑
な
ど
を
伝
え
て
お
り
⑷
、
多
く
の
歴

史
文
化
遺
産
を
保
持
し
て
い
る
。
国
務
院

か
ら
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
に
、
ま
た

国
家
旅
遊
局
か
ら
国
家
４
Ａ
級
旅
遊
風
景

区
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

同
寺
の
大
雄
殿
は
、
九
間
五
間
で
、
東

西
四
八・二
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
五・一
三

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
一
メ
ー
ト
ル
（
同
寺

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
奉
國
寺
』
に
よ
る
）
の

雄
大
な
建
築
で
あ
る
。
内
陣
に
は
七
躯
の

如
来
の
坐
像
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
各
像
の

前
方
左
右
に
脇
侍
菩
薩
の
立
像
（
計
十
四

躯
）
が
、
そ
し
て
仏
壇
の
東
西
両
端
に
天

部
の
立
像
（
計
二
躯
）
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
塑
像
で
あ
る
。
外げ

陣じ
ん

に
は
、

東
側
、
西
側
、
背
面
西
側
に
多
数
の
石
碑

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
碑
文
は

寺
の
歴
史
を
知
る
重
要
な
史
料
に
な
っ
て

い
る
⑸
。

石
碑
で
最
古
の
も
の
は
、
①
金
の
明
昌

三
年
（
一
一
九
二
）
正
月
旦
日
の
も
の
で
、

続
い
て
②
元
の
大
徳
七
年
（
一
三
〇
三
）

九
月
吉
日
の
も
の
、
③
元
の
至
正
十
五

年
（
一
三
五
五
）
六
月
□
日
の
も
の
が
あ

る
。
他
に
も
明
代
の
も
の
、
清
代
の
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
②
に
は
、
こ
の

寺
の
創
建
に
関
わ
る
記
述
が
見
え
、
そ
こ

か
ら
大
雄
殿
の
成
立
年
は
遼
の
開
泰
九
年

（
一
〇
二
〇
）の
こ
と
だ
と
理
解
さ
れ
て
い

る
（
た
だ
し
な
お
検
討
の
必
要
が
あ
る
と

す
る
説
も
あ
る
、
注
４
竹
島
論
文
参
照
）。

③
は
「
大
奉
國
寺
庄
田
記
」
な
る
碑

で
、
東
営
郷
貢
挙
人
の
杜
克
中
の
撰
。
農

事
は
人
を
養
う
本
で
あ
る
と
い
い
、「
寺
之

美
庄
在
郭
西
、
在
水
北
、
在
山
陽
者
、
所

拠
不
一
、
会
計
総
得
良
田
数
百
頃
」
と
寺

の
庄
田
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
そ
し

て
、
碑
陰
に
は
、
至
正
十
五
年
時
点
で
の

殿
舎
の
様
相
、
厨
房
、
菜
園
、
院
子
、
園

子
、
店
、
浴
房
の
様
相
、
下
院
の
様
相
、

常
住
庄
田
の
領
有
状
況
が
な
ど
が
記
さ
れ

て
お
り
、
同
寺
に
「
七
仏
殿
九
間
」
が
あ

り
、
そ
の
後
方
に
「
法
堂
九
間
」
が
、
ま

た
「
観
音
閣
」「
三
乗
閣
」「
弥
陀
閣
」「
四

賢
聖
洞
壹
伯
二
十
間
」「
伽
藍
堂
一
座
」な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
か

ら
こ
の
寺
に
も
「
伽
藍
堂
」
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
寺
が
領
有

す
る
庄
田
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
の
記
述
が

広
済
寺
塔
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あ
る
の
が
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
同
行
の

脊
古
真
哉
氏
が
碑
文
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

「
庄
」
の
字
体
に
「

」
と
い
う
異
体
字
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ

れ
は
、
あ
る
い
は
「
荘
」
の
異
体
字
と
見

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
字
の
上
部

は
く
さ
か
ん
む
り
と
は
見
が
た
く
、
や
ま

い
だ
れ
に
土
と
作
っ
て
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
日
本
で
も
、順
如
（
蓮
如
の
長
男
）

が
こ
れ
に
類
似
し
た
字
体
を
用
い
た
例
が

あ
り
、
脊
古
氏
と
私
は
順
如
の
独
特
の
字

体
に
注
目
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
⑹
、
こ

の
字
体
が
と
て
も
興
味
深
く
思
わ
れ
た
。

内
陣
に
は
、
大
型
の
如
来
像
七
躯
が
横

一
列
に
ず
ら
り
と
居
並
ん
で
い
る
。
石
碑

に
は
、
②
に
「
七
仏
」、
③
に
「
七
仏
殿
」

と
の
記
述
が
見
え
る
の
で
、
こ
れ
ら
七
仏

の
安
置
は
創
建
当
初
か
ら
の
こ
と
と
理
解

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
七
仏
は
「
過

去
七
仏
」
で
あ
る
と
い
う
。
中
尊
は
毘び

婆ば

尸し

仏
、
そ
し
て
向
か
っ
て
右
、
次
に
左
、

次
い
で
そ
の
一
つ
外
側
へ
と
い
う
順
序
で
、

尸
棄
仏
、
毘
舎
浮
仏
、
拘
留
孫
仏
、
拘
那

含
牟
尼
仏
、
迦
葉
仏
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
七
仏
は
、
い
ず

れ
も
八
角
形
の
台
座
の
上
に
坐
し
、
背
後

に
光
背
を
有
し
て
お
り
、
最
大
の
毘
婆
尸

仏
は
台
座・仏
身
あ
わ
せ
て
九・五
メ
ー
ト

ル
に
な
る
と
い
う
（
同
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
奉
國
寺
』
に
よ
る
）。
契
丹
（
遼
）
の
時

代
に
、
こ
う
し
た
過
去
七
仏
を
信
仰
の
中

核
と
す
る
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
大

変
興
味
深
い
。

仏
塔遼

寧
省
〜
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
は
、

契
丹
（
遼
）
時
代
の
仏
塔
が
多
数
現
存
し

て
い
る
が
、
今
回
は
広
勝
寺
（
嘉
福
寺
）

塔
、
広
済
寺
塔
、
朝
陽
北
塔
〈
北
魏
代
成

立
、
隋
代
、
唐
代
、
遼
代
に
修
復
〉、
朝

陽
南
塔
、
中
京
大
塔
、
同
半
截
塔
、
同
小

塔
〈
金
代
に
成
立
〉、
慶
州
白
塔
、
上
京

塔
、
上
京
北
塔
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
ら
は
契
丹
（
遼
）
時
代
の
建
立
、

も
し
く
は
修
復
の
も
の
で
あ
り
、
注
記
の

一
例
の
み
金
代
成
立
で
あ
る
。
ま
た
、
一

例
を
除
い
て
密み

つ
檐え

ん
式し

き
塼
塔
で
あ
り
、
慶
州

白
塔
の
み
が
楼
閣
式
塼
塔
に
な
っ
て
い
る
。

塔
の
壁
面
に
は
レ
リ
ー
フ
（
浮
雕
）
で
仏

像
、
菩
薩
像
、
仏
塔
、
名
号
、
飛
天
な
ど

が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
大
き
な
特
色

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地ち

宮き
ゅ
うや

天
宮
に

文
物
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

で
は
、
浮
雕
の
仏
像
は
ど
の
よ
う
な
尊

格
を
表
現
し
た
も
の
な
の
か
。
大
原
嘉
豊

氏
は
、
北
寧
崇
興
寺
西
塔
（
八
角
塔
）
を

題
材
に
、
塔
初
層
の
八
仏
は
過
去
七
仏
に

法
身
大
日
如
来
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
と
指
摘
し
⑺
、こ
れ
を
継
承
、発
展
さ

せ
た
藤
原
崇
人
氏
は
、
崇
興
寺
西
塔
、
中

京
大
塔
、
広
済
寺
塔
で
は
、
八
角
塔
の
各

面
に
金
剛
界
大
日
如
来
お
よ
び
過
去
七
仏

が
南
壁
か
ら
順
に
右
回
り
に
描
か
れ
て
い

る
と
し
た
。
そ
し
て
、
中
京
大
塔
に
見
ら

れ
る
二
層
の
小
塔
の
浮
雕
は
、
そ
の
名
号

か
ら
「
浄
飯
王
宮
生
処
塔
」
に
は
じ
ま
り

「
娑
羅
林
中
円
寂
塔
」
に
至
る
八
大
霊
塔

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
右
回

り
に
進
ん
で
仏
伝
（
釈
迦
の
一
生
）
を
表

現
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
論
じ
た
⑻
。

ま
た
氏
は
、
朝
陽
北
塔
の
地
宮
の
石
経
幢と

う

を
検
討
し
、
こ
れ
に
も
過
去
七
仏
お
よ
び

八
大
霊
塔
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
詳
細

に
論
じ
た
⑼
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
、契

丹
（
遼
）
の
時
代
の
仏
塔
や
石
経
幢
に
は

過
去
七
仏
に
対
す
る
信
仰
が
濃
密
に
見
ら

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、広
勝
寺
（
嘉
福
寺
）

の
塔
は
修
復
中
で
、
塔
の
周
囲
に
足
場
が

組
ま
れ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
る
状

態
で
あ
っ
た
。
長
く
続
け
ら
れ
て
い
る
修

復
事
業
で
あ
る
と
い
う
が
、
何
ら
か
の
事

情
で
事
業
が
滞
っ
て
い
る
も
の
と
拝
察
さ

れ
る
。
朝
陽
北
塔
⑽
（
四
角
塔
）
で
は
、塔
、

北
塔
博
物
館
を
見
学
後
、
地
宮
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
階
上
に
登
っ
て

塔
の
浮
雕
の
あ
る
階
に
至
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
こ
で
遼
代
の
新
造
だ
と
い
う
壁
面

お
よ
び
そ
の
浮
雕
を
間
近
に
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
、
一
同
大
い
に
感
激
し
た
。

著
名
な
慶
州
白
塔
⑾
は
道
遠
く
、
洪
水

や
工
事
な
ど
で
道
路
事
情
も
よ
く
な
く
、

至
り
着
く
の
に
大
変
苦
労
し
た
。
よ
う
や

く
た
ど
り
着
き
、
眼
前
の
美
し
い
塔
を
眺

め
る
と
、
こ
こ
ま
で
来
て
よ
か
っ
た
と
い

う
思
い
が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
。
楼
閣
式
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の
塔
な
の
で
複
数
の
層
の
壁
面
に
浮
雕
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
基
本
は
天
部
の
像
を
描

く
浮
雕
、
そ
し
て
小
塔
を
描
く
浮
雕
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
二

人
の
僧
を
ペ
ア
で
描
く
浮
雕
、
獅
子
と
そ

れ
を
引
く
人
、
象
と
そ
れ
を
引
く
人
を
描

く
浮
雕
、
翼
を
も
つ
飛
天
（
迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん

伽が

か
）
を
描
く
浮
雕
な
ど
多
彩
で
文
化
複
合

的
な
意
匠
が
見
ら
れ
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

遼
上
京
臨
廣
府
遺
跡
で
は
、
中
国
の
研

究
者
に
よ
っ
て
新
た
な
遺
構
の
発
掘
調
査

が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
遺
構
は
基
壇
と
思

わ
れ
る
部
分
が
掘
り
出
さ
れ
て
お
り
、
上

面
に
礎
石
の
よ
う
な
も
の
が
見
て
取
れ
た
。

何
の
遺
構
で
あ
る
の
か
、
い
ず
れ
報
告
が

な
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
が
、
楽
し
み
で
あ

る
。上

京
南
塔
も
大
変
美
し
い
塔
で
あ
る
が
、

防
犯
上
の
理
由
か
ら
浮
雕
が
取
り
は
ず
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
上
京
博
物
館
に
て

展
観
さ
れ
て
い
る
。
塔
に
は
そ
の
代
わ
り

に
レ
プ
リ
カ
の
浮
雕
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。
上
京
北
塔
（
現
地
案
内
石
に
よ
る

に
、
遼
中
期
の
六
角
五
層
の
密
檐
式
塼
塔
、

高
さ
一
三・
七
メ
ー
ト
ル
）
で
は
、
私
た

ち
が
訪
れ
た
時
、
地
域
の
女
性
信
徒
が
一

人
で
、
ま
た
二
人
で
お
参
り
に
来
て
お
り
、

右う

遶に
ょ
うし

て
参
拝
し
て
い
た
。
仏
塔
へ
の
信

仰
が
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
。

過
去
七
仏

過
去
七
仏
は
、『
長
阿
含
経
』（
大
正
一
、

№
１
）
巻
一
の
「
大
本
経
」
に
記
さ
れ
、こ

れ
に
対
応
す
る
パ
ー
リ
本
が
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
過
去
七
仏
や
毘
婆
尸
仏

（
ヴ
ィ
パ
ッ
シ
ン
仏
）の
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
が
、岡
野
潔
氏
に
よ
れ
ば
⑿
、こ
の
経
は

早
く
大
衆
部
と
上
座
部
が
部
派
分
裂
す
る

以
前
に
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。記
載
内
容
と
し
て
は
、毘
婆
尸
仏
の
仏

伝
と
釈
迦
の
仏
伝
と
が
よ
く
似
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
、
両
仏
伝
成
立
の
前
後
関

係
が
論
議
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
岡
野
氏

は
同
じ
よ
う
な
仏
伝
が
繰
り
返
し
説
か
れ

る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
、
過
去

七
仏
信
仰
と
仏
伝
信
仰
と
に
は
深
い
関
係

が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
杉

本
卓
洲
氏
に
よ
れ
ば
⒀
、
早
く
ア
シ
ョ
ー

カ
碑
文
の
中
に
コ
ー
ナ
ー
カ
マ
ナ
仏
（
拘

那
含
牟
尼
仏
）
の
仏
塔
に
つ
い
て
の
記
述

が
見
え
、
サ
ー
ン
チ
ー
大
塔
（
第
一
塔
）

の
門
柱
や
欄
楯
の
浮
彫
に
は
過
去
七
仏
が

描
か
れ
て
お
り
、
過
去
仏
思
想
が
比
較
的

早
く
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る

と
い
う
。

中
国
で
は
、
大
原
氏
に
よ
れ
ば
、
過
去

七
仏
信
仰
は
仏
教
の
伝
来
以
来
見
ら
れ
る

古
い
信
仰
だ
と
い
い
、
藤
原
氏
も
北
涼
や

北
魏
の
時
代
か
ら
の
過
去
七
仏
の
造
像
例

を
指
摘
し
て
い
る
⒁
。
ま
た
、隋
唐
時
代
の

仏
書
に
も
過
去
七
仏
や
毘
婆
尸
仏
に
つ
い

て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
中
国
で
は
、
早

く
か
ら
過
去
七
仏
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
信
仰
が
存
在
し
た
。
た
だ
、契
丹
（
遼
）

の
時
代
に
は
そ
れ
ま
で
に
な
く
過
去
七
仏

信
仰
が
興
隆
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
藤

原
氏
は
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
わ
た
っ
て

活
動
し
た
慈
賢
と
い
う
僧
の
訳
経
活
動
に

注
目
し
、
彼
が
漢
訳
し
た
経
典
『
妙
吉
祥

平
等
秘
密
最
上
観
門
大
教
王
経
』
に
毘
盧

遮
那
仏
（
大
日
如
来
）
お
よ
び
過
去
七
仏

に
つ
い
て
の
信
仰
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、
契
丹
に
お
け
る

慶
州
白
塔

上
京
北
塔
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過
去
七
仏
信
仰
の
高
ま
り
は
、
慈
賢
の
訳

経
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
論
じ

て
い
る
⒂
。
注
目
す
べ
き
指
摘
だ
と
思
わ

れ
る
。

目
を
同
時
代
の
宋
に
転
ず
る
と
、「
大

本
経
」
が
説
く
過
去
七
仏
や
毘
婆
尸
仏

に
つ
い
て
、
法
天
（
伝
教
大
師
、
？
〜

一
〇
〇
一
）
と
い
う
イ
ン
ド
か
ら
来
た
訳

経
僧
が
、詔
を
奉
わ
っ
て
『
仏
説
七
仏
経
』

（
大
正
一
、№
２
）、『
毘
婆
尸
仏
経
』（
大
正
一
、

№
３
）
と
し
て
新
し
い
漢
訳
を
行
な
っ
て

い
る
。
法
天
は
、
竺
沙
雅
章
氏
に
よ
る
と
、

中
天
竺
摩
伽
陀
国
の
人
で
、
北
宋
の
開
宝

六
年
（
九
七
三
）
に
『
仏
説
大
乗
聖
無
量

寿
決
定
光
明
王
如
来
陀
羅
尼
』
を
漢
訳
し

て
朝
廷
に
進
呈
し
、瑞
拱
元
年
（
九
八
八
）

に
入
蔵
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
⒃
。
他
方
、

慈
賢
も
藤
原
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
中

天
竺
摩
竭
陀
国
三
蔵
法
師
」
で
あ
っ
た
と

い
う
か
ら
、
過
去
七
仏
信
仰
は
こ
の
時
代

の
中
国
と
イ
ン
ド
（
特
に
中
天
竺
の
摩
竭

陀
〈
摩
伽
陀
〉
国
）
と
の
文
化
交
流
の
中

で
興
隆
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

日
本
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
最
澄
『
守

護
国
界
章
』
巻
上
之
中
に
、
徳
一
の
論
と

し
て
、
尸
棄
仏
、
燃
燈
仏
、
毘
婆
尸
仏
に

つ
い
て
の
言
及
が
見
え
、
義
真
『
天
台
法

華
宗
義
集
』
に
も
、
尸
棄
仏
、
燃
燈
仏
、

毘
婆
尸
仏
等
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
。

ま
た
、
源
信
『
往
生
要
集
』
巻
下
第
六
引

例
勧
信
に
、
毘
婆
尸
仏
、
尸
棄
仏
、
迦
葉

仏
、
燃
燈
仏
へ
の
言
及
が
見
え
、
同
巻
中

第
四
止
悪
修
善
に
、
倶
留
孫
仏
に
つ
い
て

の
言
及
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
学
僧

た
ち
が
過
去
仏
に
つ
い
て
の
知
見
を
有
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
⒄
。
た
だ
、
そ

こ
に
は
過
去
七
仏
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
燃
燈
仏
を
含
め
た
過
去
仏
が
登
場
す
る

よ
う
に
思
う
。

日
本
の
事
例
で
強
く
想
い
起
こ
さ
れ
る

の
は
、
神
仏
習
合
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る

が
、『
本
朝
神
仙
伝
』「
沙
門
日
蔵
伝
」
に
、

日
蔵
が
松
尾
社
に
詣
で
、「
本
覚
」
を
知
り

た
い
と
欲
し
て
三
七
日
の
間
練
行
念
誦
し

た
と
こ
ろ
、
一
人
の
「
老
父
」
が
出
現
し

て
、
日
蔵
を
叱
り
、
声
が
あ
っ
て
「
毘
婆

尸
仏
」
と
言
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
松
尾
社
の
「
本
覚
」

（
本
地
と
同
義
と
見
て
よ
か
ろ
う
）は「
毘

婆
尸
仏
」
で
あ
る
と
す
る
話
に
な
っ
て
お

り
、
大
変
注
目
さ
れ
る
。
私
の
知
る
限
り

で
は
、
こ
れ
が
日
本
で
「
毘
婆
尸
仏
」
に

対
す
る
本
格
的
な
信
仰
が
見
ら
れ
る
早
い

例
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

信
仰
の
受
容
に
つ
い
て
中
国
、
韓
国
と
の

交
流
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
て
い
く
こ

と
は
、
今
後
の
一
つ
の
課
題
と
な
る
だ
ろ

う
。な

お
、
平
安
時
代
末
期
〜
鎌
倉
時
代
の

学
僧
の
書
物
を
見
る
と
、
過
去
七
仏
や
毘

婆
尸
仏
に
論
及
す
る
も
の
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
。

博
物
館

今
回
の
調
査
で
は
、錦
州
市
博
物
館
、北

塔
博
物
館
、
朝
陽
市
博
物
館
、
赤
峰
博
物

館
、遼
中
京
博
物
館
、林
西
博
物
館
、上
京

博
物
館
を
訪
れ
た
。
広
済
寺
の
地
に
あ
る

錦
州
市
博
物
館
で
は
、
錦
州
市
の
文
物
を

中
心
と
す
る
展
示
が
な
さ
れ
て
お
り
、
遼

代
の
仏
像
、
舎
利
子
、
銀
盒ご

う
、
墓
誌
、
板

画
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

朝
陽
北
塔
に
隣
接
す
る
北
塔
博
物
館
は
、

北
塔
の
天
宮
お
よ
び
地
宮
か
ら
出
現
し
た

文
物
や
院
内
出
土
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
は
な
は
だ
貴
重
で
興
味
深
く
、
多
く

の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
宮
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
、
北
魏
時
代
の
木
塔
の
台
基

部
分
や
地
宮
に
安
置
さ
れ
る
石
経
幢
を
実

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

朝
陽
南
塔
に
隣
接
す
る
朝
陽
市
博
物
館

は
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
大
型
の

博
物
館
で
、
遼
河
文
明
展
と
し
て
紅こ

う
山ざ

ん
文

化
の
出
土
遺
物
な
ど
を
、
墓
誌
展
と
し
て

燕
・
北
魏
・
唐
な
ど
の
墓
誌
を
、
ま
た
石

函
や
経
板
（
遼
晩
期
）
な
ど
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
ち
ら
も
大
変
充
実
し

た
展
示
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
金
銅
造
像

展
と
し
て
、
主
と
し
て
明
清
時
代
の
小
型

の
仏
像
を
数
多
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
ら
は
習
合
的
要
素
を
強
く
持
つ

も
の
が
少
な
く
な
く
、
大
変
興
味
深
か
っ

た
。赤

峰
博
物
館
は
赤
峰
市
の
文
物
を
展
示
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す
る
大
型
の
博
物
館
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

「
日
出
紅
山
」と
し
て
紅
山
文
化
の
土
器
や

玉
器
な
ど
を
、「
契
丹
王
朝
」
と
し
て
遼
代

の
仏
像
、
仏
具
、
石
経
幢
、
印
、
遼
三
彩

な
ど
を
、「
黄
金
長
河
」
と
し
て
元
代
の
文

物
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
で
き
た
。

遼
中
京
大
定
府
遺
跡
内
に
あ
る
遼
中
京

博
物
館
で
は
、「
契
丹
風
雲
録
」
と
題
し
て

（
一
階
）、
契
丹
王
朝
成
立
に
至
る
歴
史
ド

ラ
マ
が
人
形
で
復
元
さ
れ
る
ほ
か
、
二
階

で
は
、
墓
誌
、
石
碑
、
石
経
幢
、
そ
れ
に

大
塔
の
天
宮
か
ら
出
現
し
た
文
物
な
ど
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

林
西
博
物
館
は
閉
館
中
で
あ
っ
た
が
、

館
長
の
王
剛
先
生
の
御
好
意
で
次
の
三
点

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
①
「
緑
釉

穿
帯
盤
口
甁
」（
高
さ
三
一・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）、②
「
磚
雕
飾
件
」（
三
四・二

×
五
五・四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、
③
「
戎

雲
蓮
弁
紋
銅
鏡
」（
直
径
二
三・三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）。
こ
の
う
ち
②
は
、
慶
州
白

塔
の
南
西
約
一
五
キ
ロ
の
石
門
子
に
か
つ

て
（
清
代
ま
で
）
存
在
し
た
塔
の
地
か
ら

出
土
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
王
剛
先
生
は
、

そ
の
後
車
で
私
た
ち
が
見
学
を
希
望
し
た

金
代
長
城
（
残
存
部
分
）
を
案
内
、
解
説

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

上
京
博
物
館
は
、
入
口
に
耶や

律り
つ

阿あ

保ぼ

機き

（
八
七
二
〜
九
二
六
）
の
像
が
設
置
さ

れ
、
館
の
壁
を
契
丹
（
遼
）
の
貨
幣
や
迦

陵
頻
伽
の
レ
リ
ー
フ
が
飾
っ
て
い
る
。
こ

の
博
物
館
に
は
、
上
京
南
塔
の
浮
雕
が
取

り
は
ず
さ
れ
て
展
示
さ
れ
て
お
り
、
如
来

像
、
釈
迦
牟
尼
像
、
供
養
人
像
、
道
教
人

物
像
、
飛
天
像
、
迦
陵
頻
伽
像
を
間
近
に

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
上
京
北

塔
の
天
宮
か
ら
発
現
し
た
文
物
も
展
示
さ

れ
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
祖
陵

（
耶
律
阿
保
機
の
墓
）に
関
す
る
写
真
資
料

や
神
道
石
犬
、
神
道
石
翁
仲
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
遼
代
の
金
銅
仏
、
銅
の

観
音
像
、
象
牙
雕
仏
像
、
印
、
墓
誌
、
経

幢
、
契
丹
大
字
、
小
字
な
ど
が
並
び
、
大

変
充
実
し
た
展
示
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
帳
房
山
遼
墓
壁
画
を
は
じ

め
と
し
て
、
遼
墓
壁
画
が
多
数
展
示
さ
れ

て
お
り
、
屋
外
に
も
経
幢
、
石
碑
、
石
仏

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
知
見

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
博
物
館
の
展
示
か
ら
、
地
域

の
人
々
が
契
丹
（
遼
）
の
歴
史
や
文
化
に

深
い
敬
愛
の
念
を
い
だ
い
て
い
る
こ
と
が

よ
く
知
ら
れ
た
。

［
注
］

⑴
藤
原
崇
人
「
遼
代
興
宗
朝
に
お
け
る
慶

州
僧
録
司
設
置
の
背
景
」（『
仏
教
史

学
研
究
』
四
六
―
二
、二
〇
〇
三
年
）、

同
「
契
丹
（
遼
）
の
立
体
曼
陀
羅
―
―

中
京
大
塔
初
層
壁
画
の
語
る
も
の
―

―
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
五
二
―
一
、

二
〇
〇
九
年
）、
同
「
契
丹
（
遼
）
後

期
政
権
下
の
学
僧
と
仏
教
―
―
鮮
演
の

事
例
を
通
し
て
―
―
」（『
史
林
』
九
三

―
六
、二
〇
一
〇
年
）、
同
「
北
塔
発
現

文
物
に
見
る
11
世
紀
遼
西
の
仏
教
的
諸

相
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀

要
』
四
四
、二
〇
一
一
年
）、
同
「
契
丹

（
遼
）
後
期
の
王
権
と
菩
薩
戒
」（
森
部

豊
・
橋
寺
知
子
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る

文
化
シ
ス
テ
ム
の
展
開
と
交
流
』
関
西

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）。
古
松

崇
志
「
考
古
・
石
刻
資
料
よ
り
み
た
契

丹
（
遼
）
の
仏
教
」（『
日
本
史
研
究
』

五
二
二
、二
〇
〇
六
年
）、同「
法
均
と
燕

京
馬
鞍
山
の
菩
薩
戒
壇
―
―
契
丹（
遼
）

に
お
け
る
大
乗
菩
薩
戒
の
流
行
―
―
」

（『
東
洋
史
研
究
』六
五
―
三
、二
〇
〇
六

年
）。
水
野
さ
や
「
中
国・遼
寧
省
に
お

け
る
い
わ
ゆ
る
遼
塔
の
第
一
層
塔
身
浮

彫
尊
像
に
関
す
る
調
査
報
告
」（『
金
沢

美
術
工
芸
大
学
紀
要
』五
五
、二
〇
一
一

年
）。

⑵
神
尾
弌
春『
契
丹
仏
教
文
化
史
考
』満
州

文
化
協
会
、一
九
三
七
年（
第
一
書
房
再

刊
、一
九
八
二
年
）。
野
上
俊
静
『
遼
金

の
仏
教
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
三
年
。

村
田
治
郎
「
遼
系
の
仏
塔
」（『
満
州
の

史
蹟
』
座
右
宝
刊
行
会
、一
九
四
四
年
）。

田
村
實
造
『
慶
陵
の
壁
画
―
―
絵
画
・

彫
飾
・
陶
磁
』
同
朋
舎
、
一
九
七
七
年
。

竺
沙
雅
章
『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
同
「
遼
代
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の
仏
教
と
そ
の
影
響
」（『
駒
沢
大
学
仏

教
学
部
論
集
』
三
一
、二
〇
〇
〇
年
）。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
21
世
紀

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
遼
文
化
・
遼
寧

省
調
査
報
告
書
二
〇
〇
六
』
二
〇
〇
六

年
。
九
州
国
立
博
物
館
編
『
草
原
の
王

朝　
契
丹
』
図
録
、
二
〇
一
一
年
。
荒

川
慎
太
郎
他
編
『
契
丹
［
遼
］
と
一
〇

〜
一
二
世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
勉

誠
出
版
〈
ア
ジ
ア
遊
学
〉
二
〇
一
三
年
。

⑶
上
川
通
夫『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。
同
『
日
本

中
世
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
塙
書

房
、
二
〇
一
二
年
。
横
内
裕
人
『
日

本
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』
塙
書

房
、
二
〇
〇
八
年
。
同
「
遼
・
高
麗
と

日
本
仏
教
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』

一
三
六
、二
〇
〇
八
年
）。
磯
部
彰
「
遼

帝
国
の
出
版
文
化
と
東
ア
ジ
ア
」（
注

2
『
契
丹
［
遼
］
と
一
〇
〜
一
二
世
紀

の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』）。

⑷
奉
國
寺
に
つ
い
て
は
、
関
野
貞
「
滿
州

義
縣
奉
國
寺
大
雄
寶
殿
」（『
中
国
の
建

築
と
芸
術
』
岩
波
書
店
、一
九
三
八
年
）。

竹
島
卓
一
「
義
縣
奉
國
寺
の
大
雄
殿
」

（『
遼
金
時
代
の
建
築
と
其
仏
像
』
龍
文

書
房
、一
九
四
四
年
）。
建
築
文
化
考
察

組
編
『
義
県
奉
國
寺
』
天
津
大
学
出
版

社
、二
〇
〇
八
年
。遼
寧
省
文
物
保
護
中

心
・
義
県
文
物
保
管
所
編
『
義
県
奉
國

寺
』（
上
下
）
文
物
出
版
社
、二
〇
一
一

年
。

⑸
碑
文
の
釈
文
は
注
４
『
義
県
奉
國
寺
』

（
下
、文
物
出
版
社
、二
〇
一
一
年
）
に

よ
る
。

⑹
吉
田
一
彦
・
脊
古
真
哉
「
本
願
寺
順
如

裏
書
の
方
便
法
身
尊
像
（
一
）」（『
名

古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

五
六
、一
九
九
六
年
）。
同
「
同
（
二
）」

（
同
五
七
、一
九
九
七
年
）。同「
同（
三
）」

（『
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
研

究
紀
要
』
五
、一
九
九
八
年
）。

⑺
大
原
嘉
豊
「
朝
陽
北
塔
に
現
れ
た
遼
仏

教
の
一
側
面
―
―
華
厳
信
仰
を
中
心
に

―
―
」（
注
２
『
遼
文
化・遼
寧
省
調
査

報
告
書
二
〇
〇
六
』）。

⑻
藤
原
崇
人
注
１
「
契
丹
（
遼
）
の
立
体

曼
陀
羅
―
―
中
京
大
塔
初
層
壁
画
の
語

る
も
の
―
―
」。

⑼
藤
原
崇
人
注
１
「
北
塔
発
現
文
物
に
見

る
11
世
紀
遼
西
の
仏
教
的
諸
相
」。

⑽
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
・
朝
陽
市
北

塔
博
物
館
編
『
朝
陽
北
塔
』
文
物
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
。

⑾
古
松
崇
志
「
慶
州
白
塔
建
立
の
謎
を
探

る
―
―
11
世
紀
契
丹
皇
太
后
が
奉
納
し

た
仏
教
文
物
―
―
」（
注
２
『
遼
文
化・

遼
寧
省
調
査
報
告
書
二
〇
〇
六
』）。

⑿
岡
野
潔
「
仏
陀
の
永
劫
回
帰
信

仰
」（
印
度
学
宗
教
学
会
『
論
集
』

一
七
、一
九
九
〇
年
）。

⒀
杉
本
卓
洲「
過
去
仏
塔
に
つ
い
て
」（『
東

北
福
祉
大
学
紀
要
』
二
、一
九
七
七
年
）。

⒁�
大
原
嘉
豊
注
７
論
文
。藤
原
崇
人
注
８

論
文
。

⒂
藤
原
崇
人
「
草
海
の
仏
教
王
国
―
―
石

刻
・
仏
塔
文
物
に
見
る
契
丹
の
仏
教
」

（
注
２
『
契
丹
［
遼
］
と
一
〇
〜
一
二
世

紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
』）。

⒃�

竺
沙
雅
章「『
開
宝
蔵
』と『
契
丹
蔵
』」

（
同
注
２
著
書
所
収
）。

⒄
大
塚
紀
弘
「
平
安
後
期
の
入
宋

僧
と
北
宋
新
訳
仏
典
」（『
汲
古
』

六
二
、二
〇
一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、奝
然

は
入
宋
し
て
様
々
な
仏
教
文
物
を
請
来

し
た
が
、
そ
の
中
に
宋
代
の
新
訳
仏
典

が
あ
り
、
そ
れ
に
法
天
が
訳
し
た
『
仏

説
大
乗
聖
無
量
寿
決
定
光
明
王
如
来
陀

羅
尼
経
』『
最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
経
』『
七

仏
讃
唄
伽
陀
』
の
三
点
が
含
ま
れ
て
い

た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
後
、
彼
の
弟

子
の
嘉
因
と
祈
乾
に
よ
り
新
た
な
新
訳

仏
典
が
請
来
さ
れ
た
と
い
う
。


